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巻頭言

ぱれっと情報（広島県立生涯学習センターからのお知らせ）

　【トピックス】…前号（２/１）以降のＨＰ新着情報
　【情報提供】　…学習プログラムの紹介，視聴覚教材の利用等
リンク集

　【広島県教育委員会関連】…広島県教育委員会関連の今月の情報
　【広島県立施設】…広島県立施設等の今月のイチ押し情報等

　【文部科学省関連】…文部科学省関連の今月の情報
編集後記
■巻頭言■

The Treasure Within（秘められた宝）

　21世紀の教育及び学習について考察する目的でユネスコが設置した「21世紀教育国際委員会」（委員長：ジャック・ドロール）が出した報告書のタイトルは「Learning : The Treasure Within」（学習：秘められた宝）というものでした。この「The Treasure Within」は，17世紀のフランスの作家ラ・フォンテーヌの寓話から引用したものです。

　この寓話を引用した経緯について，委員の一人であった天城勲氏は次のように記しています。

　「ある農夫が死の直前に子供たちに，先祖から伝来の農地は売ってはならない。そこには宝がかくされているのだ。秋の収穫が終わったら農地を掘り起こしてみよと言い残した。子供たちはいわれた通り農地の隅々まで深く掘り起こしたが宝物は見つからなかった。しかし次の秋には例年よりも豊かな収穫が得られた。農夫は賢明にも労働は宝であると子供たちに教えたのである。ドロール委員長は農民の土地を耕す労働を学習におきかえて学習によって自己の内に秘められている宝－諸能力を掘り起こすことができるとして寓話の結びの言葉をもじって「学習：秘められた宝」という含蓄ある言葉を表題にしたのである。」（引用：学習：秘められた宝　ユネスコ「21世紀教育国際委員会」報告書　ぎょうせい　1997　まえがきより）

　「The Treasure Within」は，子どもたちや若者だけが有するものでしょうか?

　「それは違う！」と断言できる事例を紹介します。

　先日，広島市内の小学校で実施した「親の力」をまなびあう学習プログラムの講座を参観しました。講座を進行するファシリテーターは80歳を超える男性のO氏。家庭教育支援に役立ちたいと県立生涯学習センターのファシリテーター養成講座に参加され，何度かのアシスタント・ファシリテーターの経験を経て，お一人でのファシリテーターデビューを果たされました。講座終了後にお話いただいたO氏の瞳は少年のように輝いていました。そして，O氏の温かみのあるファシリテーションは，長年の人生経験と学びに対する真摯な姿勢から溢れ出てくるものだと感じました。まさにO氏の秘められた宝（The Treasure Within）を観るようでした。

　人間は，だれでも，何歳になっても「The Treasure Within」を有する存在だと信じています。社会教育は，その秘められた宝の存在を気付かせる農地の役割を担わなければならないと思います。

　残念ながら，財政的理由により，その優先度が極端に低められている現実もあります。

　しかし，私たち社会教育関係者は，先祖伝来の農地（社会教育の場：学びの場）を売払ってはいけないのです。なぜなら，そこには無数の「The Treasure Within」が存在するからです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　新田　憲章

■ぱれっと情報■
【トピックス】…前号（２/１）以降のＨＰ新着情報

★平成21年度「親の力」をまなびあう学習プログラム講座の記録を公開中

　「親の力」をまなびあう学習プログラムを使って行われる講座の様子を紹介します。ファシリテーター養成講座を終了した方たちが，県内各地域で活躍しています。

     http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/katei/oya-demae/oyapurokouza21-1e.htm
★安芸高田市において平成21年度「親の力」をまなびあう学習プログラムファシリテーター養成講座を開催

　安芸高田市では，講義や演習，実践を通してファシリテーターの役割や講座の進行の仕方などを学ぶため，６名の方が受講されました。養成講座で学んだことを生かして，今後，各地域で活動する予定です。

      http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/katei/oya-demae/oya-fasiri21akitakata.htm
【情報提供】

★事例・学習プログラムの紹介

　尾道市ブックスタート（ブックスタート・プラス）事業　（尾道市社会福祉協議会）　

　尾道市では，４か月児健診時に，絵本をプレゼントするブックスタート事業を通じて，赤ちゃんの健やかな成長を応援しています。また，１歳６か月児健診の時にも，親子のふれあいを深め，絵本に親しんでもらうことを目的として，子どもたちに絵本をプレゼントするブックスタート・プラス事業も実施されています。社会福祉協議会を中心に図書館，民生委員，保育・読み語りボランティアの方など多くの機関･団体が連携し，地域で子育てを応援する体制づくりが進められています。

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/kateisien/jirei%20onomichi-bookstart.htm
　　

　団塊の世代の地域デビュー事業　（広島市南区内公民館）　　

　（財）広島市ひと・まちネットワークでは，市民のまちづくり活動の支援のために，各区内の公民館の連携による，区内公民館ネットワーク事業を展開してきました。

　南区では，「中高年のための地域デビュープロジェクト」として区内の公民館職員がチームを組み，地域の課題を共有し，事業の目的を明確にして，中高年世代を対象とした様々なプログラムを企画し，内容の充実を図っていきました。初めて公民館の事業に参加する方が次第に増えるなど，公民館活動への関心が広がりました。

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/siminnseikatu/jirei%20dannkai%20niho/jirei%20niho%20dankai.htm
★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

  　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
■リンク集（広島県教育委員会関連，県立施設，文部科学省関連）■
【広島県教育委員会関連】

★広島県教育委員会
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座，イベント情報は，県内の学習情報を幅広く載せた，「ひろしま　まなびネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

　　http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
　

　　「おはなし会」

　　　＜３月27日（土）11:00～11:40＞
　　　　図書館員やおはなしボランティアが，幼児・児童を対象とした児童資

　　　料の読み聞かせ・紹介などを行います。

　　　　　　※申込み不要・無料

　　書庫見学ツアー

　　　＜３月27日（土）15:00～15:40＞
　　普段は入ることのできない地階書庫を司書が案内します。

　　※定員：10名程度（先着順）・無料

　　資料展示「廻船」

　　　＜３月27日（土）～６月下旬＞
　　　　北前船の寄港地や瀬戸内海の水運等，「廻船」をテーマにして郷土資

　　　料と瀬戸内海資料を展示紹介します。中国地区にある５つの県立図書館

　　　共同展示の最後を飾ります。

★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
　　

★縮景園（℡：082-221-3620）http://shukkeien.jp/
　　　松のコモ外

　　　＜３月５日（金）９:00～＞

　　　　昨年の霜降の日に巻いた392本の松の「コモ」を，啓蟄の日（３月６

　　　日）を前に取り外します。

　　　　場　所　園内全域

　　桃見茶会

　　　＜３月14日（日）10:00～15:00（受付終了）＞

　　　　園内55本，借景である対岸67本，計122本の桃の木は，江戸時代の

　　　古図に基づいて植えられたものです。この桃見茶会は，桃の植樹復元を

　　　機に始まった煎茶のお茶会です。

　　　　本　席　清風館

　　　　野点席　清風館前芝生広場

　　ソテツのコモ外

　　　＜３月26日（金）９:00～＞

　　　　昨年の11月６日（金）に，防寒のために巻いた38本のソテツの「コ

　　　モ」を取り外します。

　　　　場　所　ソテツ園

★広島県立美術館（℡：082-221-6246）http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
　特別展

　　「タンペレ市立美術館・ムーミン谷博物館所蔵ムーミン展」

　　　＜２月16日（火）～３月28日（日）＞

　　　　森と湖の国・フィンランドで最も著名なアーティスト，トーベ・ヤン

　　　ソンが生み出したムーミンの物語とそのキャラクターは，文化や言葉の

　　　違いを越えて世界中で愛されています。本展では，ムーミン全９話の中

　　　から，トーベ・ヤンソンのオリジナル原画，習作，スケッチなど約180

　　　点と，門外不出と言われた立体模型（日本初公開）を展示し，ムーミン

　　　の魅力と全貌を御紹介します。関連行事も盛りだくさん！

　特別展関連行事

　　企画展示室

　　ギャラリートーク

　　　＜３月５日（金）・19日（金）11:00～＞

　　　　講　師：広島県立美術館学芸員

　　　　　　※聴講は無料です。ただし，特別展入館券が必要です。　

　所蔵作品展

　　彫刻展示スペース　

　　「立体作品限定！いろんなカタチ，色んな素材」

　　　＜１月２日（土）～４月18日（日）＞

　　　　ジャン（ハンス）・アルプ，バーバラ・ヘップワース，荒木高子など，

　　　ブロンズ，石，土，木など様々な素材で制作された個性あふれる作品を

　　　御紹介します。

　　第１室　

　　「グロッス『群盗』」

　　　＜１月２日（土）～４月18日（日）＞

　　　　グロッスは，ドイツの文豪シラーの戯曲「群盗」を基に， 20世紀初

　　　めのドイツに対して，厳しい批判を寄せました。版画作品からは，支配

　　　者階級の無慈悲さや権力への執着に対する辛らつな視線が見て取れます。

　　第２室　

　　「こんなこともしています，美術館２－油彩画の保存と修復」

　　　＜１月２日（土）～４月11日（日）＞

　　　　御好評だった前回に続いて，一般のお客様からは見えにくい美術館の

　　　裏方の仕事の一端を，美術作品の修復や保存を中心に御紹介します。

　　第３室　

　　「追悼展示：平山郁夫」

　　　＜１月２日（土）～４月11日（日）＞

　　　　昨年12月２日（水）に亡くなられた本県名誉県民で文化勲章受章者の

　　　日本画家・平山郁夫氏の御冥福をお祈りいたしますとともに，当館の所

　　　蔵する平山郁夫氏の代表作を御紹介します。

　　「水を描く」

　　　＜２月23日（火）～４月11日（日）＞

　　　　たった線１本から，油絵のような重量感あるタッチまで，極めて多彩

　　　な日本画の「水」のバリエーションをお楽しみください。

　　第４室　　

　　「民芸とは」
　　　＜１月２日（土）～４月11日（日）＞

　　　　民芸とは民衆的工芸の略で，「用の美」が見いだされる手作りの日用

　　　品を指す用語です。民芸活動に参加した河井寛次郎や濱田庄司，黒田辰

　　　秋，芹沢銈介などの作品を御紹介します。

　　　
· （財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（℡：082-295-5751）

　　http://www.harc.or.jp/
　

★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
　　冬の展示会「江の川　瀬・渕の民俗－川と生きる－」

　　　　　＜１月29日（金）～３月22日（月）＞

　　　　漁撈用具や瀬・渕の写真等を展示して，江の川流域の瀬や渕を舞台と

　　　して生み出された漁撈文化や舟運など，江の川と共に生きてきた人々が

　　　培ってきた県北の河川文化を御紹介します。

　速報スポット展示「知ろう・語ろう・やってみよう『古代のたたら製鉄』成

　果展」

　　　＜１月29日（金）～３月28日（日）＞

　　　　平成21年度文化庁美術館・博物館活動基盤整備支援事業の採択を受

　　　けて，昨年10月に開催したワークショップ「古代のたたら製鉄」の成

　　　果を紹介します。

　早春のスポット展示「春を待つひな人形展」

　　　＜２月19日（金）～３月28日（日）＞

　　　　昭和30年代から平成にかけての雛人形と節句掛け軸などを，季節感

　　　豊かに展示します。

　歴史民俗展示「古写真で見る県北のくらし」

　　　＜２月19日（金）～５月９日（日）＞

　　　　昭和40年ころまでに撮影された県北の写真や絵葉書を，現在の風景

　　　の写真などと合わせて紹介します。

　第６回文化財講座「江の川の瀬・渕の民俗」

　　　＜３月６日（土）14:00～16:00＞

　　　　江の川全流域の瀬と渕について，漁撈民俗を中心に川猟師の話を交え

　　　て，分かりやすく解説します。

　　　　講　師：黒田明憲（江の川水系漁撈文化研究会顧問）

　　　　　　※当日受付・参加費200円

　第４回歴風トーク「埋蔵文化財保護行政の現状と課題－遺跡の発見から保存

　活用まで－」

　　　＜３月14日（日）14:00～16:00＞

　　　　広島県の埋蔵文化財の保護の実務を紹介しながら，埋蔵文化財の保護

　　　と活用の将来について考えます。

　　　　講　師：大上裕士（広島県立歴史博物館主任学芸員）

· 当日受付・参加費無料

★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
　

　企画展示室

　　開館20周年記念　春の展示（部門展）

　　「暮らしのぬくもり－寳水堂コレクションの布と道具－」

　　　＜２月26日（金）～４月４日（日）＞　

　　　　日本が高度成長に入る前のちょっと昔の生活文化を，個人コレクショ

　　　ンを通して紹介します。

　※通常の入館料が必要です。　

　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　（　　）は団体20名以上

　　第173回展示解説会

　　　＜３月21日（日）13：30～14：30＞

　　　　テーマ：部門展「暮らしのぬくもり－寳水堂（ほうすいどう）コレク

　　　　　　　　　　　　ションの布と道具－」から　　　　

　　　　講　師：西村直城（広島県立歴史博物館主任学芸員）

　※通常の入館料が必要です。　

　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　（　　）は団体20名以上

　通史展示室

　　平成21年度スポット展示

　　　「草戸千軒の石臼－生活を支えた石の道具たち②」
　　　＜１月29日（金）～３月25日（木）＞

　　　　草戸千軒町遺跡から出土した石臼を紹介し，中世の人々の生活におい

　　　て石臼が果たした役割を考えます。

　※通常の入館料が必要です。　

　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　（　　）は団体20名以上

　　スポット展示解説会

　　　＜３月７日（日）13:30～14:30＞

　　　　テーマ：スポット展示「草戸千軒の石臼－生活を支えた石の道具たち

　　　　　　　　　　　　　　　②」から

　　　　講　師：鈴木康之（広島県立歴史博物館主任学芸員）

　※通常の入館料が必要です。　

　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　（　　）は団体20名以上

　研修室

　　こども博物館教室　第115回まなびの教室

　　　＜３月７日（日）①10:30～12:00　②13:30～15:00＞

　　　　テーマ：体験教室「藍染をしよう」

　　　　　　　　布に藍染をする体験をします。

　　　　　　※参加費が必要です。参加者募集中です。

　　博物館講座（春の展示開催記念）

　　　＜３月20日（土）14:00～15:30＞

　　　　演　題：「寳水堂コレクションについて」

　　　　講　師：水野恵子（寳水堂コレクション主宰）

　　　　　　　　西村直城（広島県立歴史博物館主任学芸員）

· 聴講無料

　エントランスホール

　　けんぱく邦楽演奏会

　　　＜３月20日（土）13:00～13:30＞

　　　　中世の息吹を伝える広島県立歴史博物館にあでやかな筝の音が流れま

　　　す。

　　　　内　容：リーデンローズ＜筝＞アンサンブル

· 鑑賞無料

★広島県立総合体育館（℡：082-228-1111)
　　http://www.sports-hiroshima.jp/01_hpsc/2009.shtml#06081
★広島県立文書館(℡：082-245-8444)

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
　

　　収蔵文書の紹介展「江戸時代の年始」

　　　＜１月26日(火)～３月19日(金)９:00～17:00(土曜日は12時まで)＞

　　　　　　※休館日：日曜・祝日・休日

　　　　会　場：広島県立文書館展示室（広島県情報プラザ２階）

　　　　展示内容：収蔵の古文書の中から，江戸時代の年末年始の行事や，現

　　　　　　　　　在の年賀状に相当する年始のあいさつ状，正月料理の献立

　　　　　　　　　などを中心に展示しています。

　　収蔵文書展「明治初期の町村文書」

　　　＜３月26日(金)～６月11日(金)９:00～17:00(土曜日は12時まで)＞

　　　　　　※休館日：日曜・祝日・休日

　　　　会　場：広島県立文書館展示室（広島県情報プラザ２階）

　　　　展示内容：廃藩置県後の町村文書を展示しています。

　　　　　　　　　江戸時代の古文書とは異なり，地方で作られる文書の書式

　　　　　　　　　にも近代化が浸透していった様子を御覧ください。
【文部科学省関連】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★文部科学省 http://www.mext.go.jp/
　
★国立教育政策研究所社会教育実践研究センター
　　http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
★国立三瓶青少年交流の家 http://sanbe.niye.go.jp/
　子どもゆめ基金オープンドリーム事業

　　「中川ひろたか・大友剛　絵本トーク＆ライブ」

　　　＜３月13日（土）・14日（日）＞

　　　　とても楽しい一泊二日になること間違いなし！家族みんなで楽しみま

　　　しょう。

　　　　対　象：園児，小学生がいる家族

　　　　定　員：200人

　秋冬パッケージ

　　「おおだ春の彼岸市‘中日つぁん’」

　　　＜３月21日（日）・３月22日（月）＞

　　　　400年近くの歴史を持つ大田市伝統行事である春と秋の「彼岸市‘中

　　　日つぁん’」

　　　　大田町本通りの歩行者天国を，見て歩き！食べ歩き！で春の一日を楽

　　　しみませんか。また，世界遺産『石見銀山遺跡』をてくてく！ぶらぶら！

　　　と楽しみながら歩いてみませんか。

　平成22年度教員免許状更新講習

　　「授業や学校経営に活かす体験活動」

　　　＜８月６日（金）～８月８日（日）＞

　　　　教員が体験活動の意義について理解するとともに，児童の集団宿泊活

　　　動を効果的に実施するための基本的な体験活動の指導技術を身に付けま

　　　す。また，学習指導要領における体験活動の取扱いを理解し，教育課程

　　　の編成や教育活動に体験活動を取り入れる方法を講義や実習を通して習

　　　得します。

　　　　対象・定員：小学校教諭　30名

★国立江田島青少年交流の家 http://etajima.niye.go.jp/
　

　子どもゆめ基金オープンドリーム事業

　　耐震工事期間中に広島県内及び近隣の県において，子どもゆめ基金オープ

　ンドリーム事業を実施します。

　「春の絵本の時間～絵本でほっこり！」
　　　＜３月20日（土）・21日（日）＞

　　　　内　容：木村昭平さん（絵本作家）の絵本の読み語り

　　　　　　　　土井章史さん（絵本編集者）による絵本ガイド

　　　　対　象：幼児・児童とその保護者，子どもの読書活動に関心のある人
　　　　場　所：３月20日（土）大崎上島文化センター情報プラザ・エル

　　　　　　　　　　　　　　（豊田郡大崎上島町中野2067－5）

　　　　　　　　３月21日（日）安芸高田市吉田文化創造センター

　　　　　　　　　　　　　　（安芸高田市吉田町吉田1324－1）

※詳細については，国立江田島青少年交流の家のホームページを御覧ください。

　　http://etajima.niye.go.jp/0812h21kikaku.htm
　休館のお知らせ

　　平成21年11月１日（日）から平成22年３月20日（土）まで，食堂棟等耐震

　工事のため，休館しています。利用を希望されている団体の皆様には御迷惑

　をおかけしています。

　　なお，休館中も３月21日（日）以降の利用申込みの受付や利用相談は行っ

　ています。リニューアルした本所での御利用を心よりお待ちしています。

　

★国立吉備青少年自然の家　http://kibi.niye.go.jp/
　研修の御案内

　　おいでよ吉備。豊かな自然と静かなロケーションが人と人とのつながりを

　育みます。

　　学校，グループ，家族で利用できます。利用方法もいろいろ，アイデア次

　第です。自然いっぱいの吉備での研修は，より強い連帯感を形成すること間

　違いなし。

· 食費（朝食400円，昼食550円，夕食650円）

· シーツ等洗濯料（宿泊棟200円，ロッジ60円）

· 一般利用は，施設等使用料が必要です。（１人１泊250円）

· 研修室及び機器使用は，無料です。

★国立山口徳地青少年自然の家　http://tokuji.niye.go.jp/
　「星を見る会」

　　　＜３月13日（土）19：00～＞　

　　　　　街明かりの少ない立地・自然条件を生かし，御家族やグループの皆

　　　　様に夜空に輝く星々の美しさを感じていただく天体観察会を行ってい

　　　　ます。
          この施設が有する山口県内最大の天体望遠鏡（反射式510mm）を活

　　　　用し，宇宙の神秘や魅力に迫ります。
　　　　　　※参加無料　　　

　「森の手作り教室」
　　　＜３月８日（月）・９日（火）10：00～＞　　　
　　　　　大自然の中で手作りの楽しさを味わいましょう。今回は，「ストーン

　　　　アート」に挑戦します。

　　　　　　※要申込み・参加費1,000円（食費を含む。）
　「石風呂体験会」
　　　＜３月７日（日）・17日（水）13：00～＞　　　
　　 　   その昔，焼失した東大寺大仏殿の再建に徳地の材木が使われました。
　　　　その指揮に当たった俊乗房重源（しゅんじょうぼうちょうげん）は，

　　　　材木の切出しに従事した人々の疲れを癒すため，石風呂を作ったと伝

　　　　えられています。
　　　　　石風呂は現代でいうサウナのようなもので，自然の家ではドーム状

　　　　の石風呂を再現し，多くの利用者に体験していただいています。

· 要申込み・参加費100円

★放送大学　http://www.u-air.ac.jp
■編集後記■

「191」この数字は，本年度，私が行かせていただいた「親の力」をまなびあう学習プログラム講座で出会えた方の人数です。この講座では，私自身もたくさんのことを参加者の皆さんから学ぶことができました。このほかにも，当センターが主催する事業でも多くの方に出会うことができ，人と人との「つながり」が生まれてきました。
この「学んだこと」や「つながり」を大切にしながら，３月は来年度の事業の準備を進めていきます。そして，私自身も力を蓄えていきたいと思います。
４月から，当センターが，今まで以上に「県内すべての社会教育関係者から頼りにされる存在である」ことを目指して。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳重　宏美
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